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現在日本では、日本語母語話者と韓国語母語話者の交流を目的としたコミュニケーションの機

会が増えている。本研究では、こうした日本語母語話者と韓国語母語話者が意思疎通をするため

のコミュニケーション・ストラテジーとして、日本語・韓国語のコードスイッチング(以下、CS)を行って

いるという認識の下、CS の助けによりどのようにコミュニケーションを構築しているのかを観察し、CS

の働きを探ることを目的とする。 

本研究では、「日本語母語話者－非母語話者」の関係ではなく、日本語と韓国語の両言語の会

話レベルがほぼ同等である日本語母語話者と韓国語母語話者を対象とする。彼らが参加する場

面(以下、二言語接触場面)をさらに、学生と社会人という異なる属性で分け、それぞれの接触場面

ごとに CS の機能を分析した。まず、CS がどのように二言語接触場面で働いているのかという観点

から、「談話関連 CS」、「参加者関連 CS」、「参加者の関係構築を助ける CS」に分けて CS の機能

を分析し、その機能が参加者同士の目標言語使用に対する意識に及ぼす影響を探った。 

その結果、まず、学生同士の CS は、主として単語の補償的機能としてしか使用されていないこと

がわかった。しかし、わずかながら他にも相互作用に関わる機能が見られ、多様な観点から CS に

注目する必要があることが示唆された(研究課題 1)。主に日本語で会話を行っている学生同士の

CS の使用には、「生活言語」と「留学経験」が影響を与えており、特に「留学経験」により、日本語

母語話者は目標言語への配慮、韓国語母語話者は目標言語習得という異なる意識が日本語によ

る言語使用となっていることがわかった(研究課題 3)。 

次に、社会人同士の CS としては、単語のみでなく、様々な文への CS が見られ、その働きも補償

的機能に止まらず、3 つの観点から多様な機能が見出された(研究課題 2)。社会人同士の CS の使

用には、「言語使用機会の維持」、「社交手段」が影響していることがわかった。彼らの職場場面で

の会話の影響か「正確な意思伝達」という意識を参加者が持っており、これにより内容や意思伝達

を中心に、お互いに目標言語使用を肯定的に捉えたやりとりを行っていることが示された(研究課

題 4)。 

また、学生同士と社会人同士の談話の中でみられた CS による笑いは、談話をスムーズに進める

ため使用され、参加者の関係構築にも貢献していたと考える。 

これらの研究の結果から、学生と社会人という異なる場面が CS の使用に影響を与えることが明ら

かになった。学生同士と社会人同士で、それぞれ異なる結果が出たが、参加者同士は、会話の意

思疎通通のため、相互行為、相互理解を求めながらコミュニケーションを進めていくことがわかった。

CS の多様な働きを探るためには、二言語接触場面への対象者の背景や属性への考慮や、CS の

役割の観点をより広げ、多様な分析視点を採り入れる必要があることが示唆された。 
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